
I 

294号

盟問書

@昭和56年 9月20日発行@発行事799-34愛媛県喜多郡長浜町役場合08935② 1111番編集・総務課

完成した町民運動場

9月から使用開蛤

体
力
は
二
十
代
の
半
ば
か
ら
低

下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

A
7
H
で
は
、
職
場
は
も
ち
ろ
ん
、

家
庭
生
活
の
面
で
も
電
化
や
機
械

化
が
進
み
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら

し
は
た
い
へ
ん
便
利
に
な
り
、
同

時
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
半
面
、
わ
た
し

た
ち
の
体
を
動
か
す
機
会
は
、
以

前
に
比
べ
て
極
端
に
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
の

結
果
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

運
動
不
足
に
陥
り
、
体
力
の
低
下

に
一
段
と
拍
車
を
か
け
る
と
い
う

悪
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

運
動
不
足
は
、
単
に
筋
肉
の
働

き
を
衰
え
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、

神
経
、
心
臓
や
血
管
な
ど
の
循
環

器
系
に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

心
身
を
崩
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

い
つ
で
も
使
え
る
町
民
運
動
場
。

平
地
の
少
な
い
長
浜
地
区
で
は
、

夢
物
語
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
永
年
の
皆
さ
ん
の
願
い
が
か

な
っ
て
、
長
浜
中
学
校
横
に
町
民

運
動
場
が
完
成
し
、
九
月
か
ら
は

皆
さ
ん
の
体
育
の
場
と
し
て
使
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
総

面
積
は
、
七
千
七
百
十
六
平
方
げ

で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ミ
ニ
コ
ー

ト
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の
た
め
の

運
動
場
で
す
。
健
康
で
豊
か
な
生

活
を
築
い
て
い
く
土
台
と
な
る
も

の
そ
れ
は
あ
な
た
の
体
力
で
す
。

体
力
守
つ
く
り
を
心
が
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
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(
使
用
申
込
〕
・
:
使
用
日
の
前
日
ま
で

に
町
教
育
委
員
会
に
使
用
責
任
者
が
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
使
用
時
間
〕
・
:
午
前
六
時
か
ら
午
後

九
時
ま
で

〔
使
用
目
的
〕
・
:
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
ボ

i
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
(
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
な
ど
)
、
運
動

会
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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長
浜
町
議
会
第
三
回
臨
校
屋
内
運
動
場
増
.
改
築
工
事
を
五
千
藤
稜
雄
氏
、
長
浜
町
青
果
農
業
協
同
組

時
会
が
、
八
月
十
八
日
に
百
四
十
万
円
で
株
式
会
社
徳
山
建
設
と
、
合
組
合
長
理
事
・
一
~
呂
泰
忠
氏
、
長
浜

開
か
れ
ま
し
た
。
公
営
住
宅
(
大
和
団
地
)
建
設
工
事
を
町
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
理
事
・
二
宮

こ
の
議
会
で
審
議
さ
れ
、
一
億
三
千
二
百
九
十
万
円
で
株
式
会
社
英
二
氏
か
ら
町
議
会
各
議
員
あ
て
に
提

可
決
さ
れ
た
こ
と
の
概
要
門
田
組
と
請
負
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
出
さ
れ
て
い
た
「
郵
貯
懇
を
見
守
る
こ

は

次

の

通

り

で

す

。

り

ま

し

た

。

と

に

つ

い

て

」

の

陳

情

文

書

と

、

長

浜

町
森
林
組
合
組
合
長
理
事
・
徳
山
広
見

氏
代
行
理
事
・
西
田
司
氏
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
た
「
緊
急
間
伐
促
進
対
策
事
業

助
成
に
関
す
る
件
し
に
つ
い
て
の
陳
情

文
書
二
件
は
い
ず
れ
も
受
理
採
択
さ
れ
、

た
だ
ち
に
町
理
事
者
に
送
付
し
て
、
そ

の
主
旨
に
沿
う
よ
う
、
善
処
を
求
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町

民

運

動

場

六
月
十
五
日
に
着
手
し
た
町
民
運
動

場
が
長
浜
中
学
校
横
に
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
九
月
か
ら
使
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス

ボ
i
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
が
で
き

る
よ
う
に
整
備
さ
れ
、
夜
間
も
使
用
で

き
る
よ
う
に
照
明
施
設
も
七
基
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

使

用

す

る

場

合

この人・町民運動場

町議会第3
囲臨時会

請
負
契
約
三
件
を
承
認

昭
和
五
十
六
年
度
事
業
の
請
負
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

林
構
林
道
叶
松

1
足
山
線
新
設
工
事

を
三
千
八
百
七
十
万
円
で
株
式
会
社
一

宮
工
務
屈
と
、
長
浜
町
立
喜
多
灘
小
学

理陳
採情
択書

件
を
五立
コζ

株
式
会
社
伊
予
鍍
石
長
浜
支
庖
支
庄

長
・
宮
内
一
彦
氏
、
株
式
会
社
広
島
銀

行
長
浜
支
庄
支
庖
長
・
生
島
忠
傍
氏
、

愛
媛
相
互
銀
行
長
浜
支
宥
支
出
的
長
・
須

ソフトボール球場

肱
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今

後

の

検

討

課

題

に

早

へ

¥

設

置

要

望

を[
J

二
二

E
i
!
!
;

区
の
整
理
統
合

力
j
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

声
:
国
に
わ
い
て
行
政
改
革
が
検
討

声
:
束
駒
子
町
の
に
わ
と
り
小
屋
の

さ
れ
て
お
り
、
当
町
で
も
区
画
を
整
埋

前
の
カ

l
ブ
は
見
通
し
が
悪
く
、
人
家

統
合
し
て
、
事
務
の
簡
素
化
に
努
め
、
経

費

の

節

減

に

努

力

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

も

あ

り

危

険

な

た

め

、

ヵ

i
ブ
ミ
一
フ

l

お

答

え

・

:

反

の

整

理

統

合

に

つ

い

て

の

設

置

を

お

願

い

し

ま

す

。

は

、

各

区

の

実

情

と

関

係

区

長

さ

ん

の

お

答

え

・

・

ご

指

摘

の

か

所

は

、

確

か

意

見

を

伺

っ

て

み

な

い

と

確

答

で

き

ま

に

見

と

お

し

が

悪

い

よ

う

で

す

。

山
計
十
日
い
い
打
九
日
九
河
川
秋
の
交
通
安
全
週
間
に
し
一
向
日
日

1
1日刊日
J

日

し

、

区

の

設

置

は

、

基

本

的

に

は

運

営

法

令

講

習

の

開

擢

頼

し

ま

し

た

。

h
H
u
n
H
u
n
H
u
n
H
u
n
u
n
H
U
円

H
u
n川
υη
け

U
門
川

u
nけ
U
門
川

U
門
川

u
n川
U
内
川

U
円

U
U門
川

U
門
川

υ
円

U
ぺ
U
n
u
u
n
u
円

N
υ
n
u
u
n
H
U
ぺ
U
日
U
円
け

u
n
H
u
nけ
u
n川
υ
η
H
U
日
U
円

U
n川
u
n川
U
月

H
u
n
H
U
Aけ
U
3

I

苛
1
1
1
1
1
1
1
1
1

私
は
、
こ
の
間
こ
う
に
一
-
え
っ
た
そ
う
で
す
o

「
私
の
知
つ
で
い
る
若
い
ん
で
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
医
師
も
痛
み
は
山

一

一

時

民

登

壇

三

会

話

を

聞

き

、

と

間

刀

の

子

は

、

交

通

事

故

で

背

骨

の

神

経

が

切

れ

で

下

な

か

な

か

取

れ

な

い

が

す

か

も

し

れ

な

い

。

痛

一

日

1
1
1
1
1
1
1
I
H
H
1
u

っ
て
も
感
動
い
た
し
半
身
が
麻
ひ
し
て
お
り
、
今
生
歩
け
な
い
運
動
不
可
み
が
と
れ
さ
え
す
れ
ば
、
自
由
に
歩
け
る
だ
ろ
う
」

I

H

ま
し
た
。
彼
は
心
臓
を
除
く
あ
ら

J

-

能
な
体
を
な
げ
け
て
い
て
も
、
そ
の
子
は
死
ぬ
ま
で
私
は
こ
の
話
を
聞
い
た
時
、
彼
は
心
の
奥
で
こ

k

x

ゆ
る
内
臓
を
病
ん
で
、
病
院
の
ベ
こ

J
f

で
い
い
か
ら
、
ど
ん
な
痛
い
思
け
を
し
て
も
、
も
う
う
思
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
思
い
ま
す

o
d痛

I

C

ツ
ド
に
臥
せ
っ
て
い
ま
し
た
。
重

)
l
Y
4
μ

ミ

ゑ

ゑ

警

綴

を

感

じ

る

の

は

生

の

託

、

闘

病

生

活

は

不

幸

で

あ

ピ

一

症

の

糖

尿

病

で

も

あ

り

ま

し

た

が

病

又

一

、

ふ

黙

総

合

止

法

員

り

苦

し

く

地

獄

そ

の

も

の

で

す

が

こ

れ

も

二

=

コ

安

感

機

撃

翻

ぶ

二

、

一
日
円
七
日
間
同
日
ベ
ペ
チ
盛
丸
石
川

J
Z朝
日
引
い
い
日
明
日
日
日
比
日
比
三

一

も

怪

も

苦

し

ん

で

い

て

一

睡

も

で

引

か

議

Y
1ヒ

井

ば

捕

に

な

ん

か

か

か

り

た

く

な

い

o

も
し
、
病
ん
で
し
一

一
き
な
い
日
々
が
続
い
て

f
f
判
ち
一
点
ん
ど
ぶ

N
W工

向

汗

ま

っ

た

と

し

た

ら

医

師

に

た

よ

る

だ

け

で

な

く

、

c

一

た
o

「

一

一

百

な

ら

ば

我

慢

て

き

与

ネ

丁

精

神

的

に

も

病

に

う

ち

か

つ

よ

う

に

、

自

ら

の

努

2

1

一
週
間
な
ら
、
い
や
二
一
か
月
な
ら
主
円
斗
北
J

-

度
臼
分
の
脚
に
感
覚
が
も
ど
り

9

白
分
一
人
の
力
力
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
L

江

一

我

慢

で

き

る

。

半

年

く

ら

い

な

ら

手

芸

い

て

み

た

い

と

訴

え

た

そ

う

f」
と
聞
か
さ
「
病
庄
一
丸
か
ら
」
と
言
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
病
一

目
ま
だ
頑
張
れ
る
L

と
い
っ
て
い
る
う
ち
に
一
年
が
れ
た
時
、
涙
を
流
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
気
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
頑
張
り
た
ー

に

過

ぎ

、

そ

の

頃

に

は

も

う

疲

れ

果

て

て

、

自

ら

の

「

私

は

毎

日

痛

み

苦

し

め

ら

れ

て

け

る

が

、

そ

れ

い

と

思

い

ま

す

。

一

目
ム
叩
を
た
と
う
と
し
て
い
る
時
、
伎
の
母
は
次
の
よ
は
神
経
が
ま
だ
切
れ
て
い
交
い
証
拠
で
、
神
経
が
死

D
U
O
D
I
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
U』
1
円

u
t
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1』

くく《くく《くくく で査ま

今月の~
>>>)>)>>> 

上
の
利
便
性
か
ら
集
落
を
単
位
と
し
て

お
り
ま
す
。
仮
に
地
理
的
な
条
件
や
集

落
の
慣
習
な
ど
を
無
視
し
て
灰
の
統
合

な
ど
を
行
な
っ
た
な
ら
、
区
長
さ
ん
の

仕
事
は
ま
す
ま
す
複
雑
多
忙
な
も
の
と

な
り
、
班
長
と
か
月
中
」
番
と
い
っ
た
も

の
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

経
費
節
減
に
つ
い
て
は
、
一
区
統
合
世
」

た
り
均
等
割
額
年
五
千
円
(
五
卜
丘
年

度
)
が
節
減
と
な
る
ほ
か
は
、
世
帯
割
や

収
納
割
に
よ
り
報
酬
が
算
出
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
割
に
は
節
減
と
な
り
ま
せ

ん。
以
上
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、
今
後

の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

tFe--
町
内
に
お
け
る
交
通
安
全
法
令

講
習
を
受
講
し
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

開
催

F
定
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
蓄
え
。
法
令
講
習
は
、
安
全
協
会

か
ら
の
要
請
に
よ
り
開
い
て
お
り
、
今

年
は
秋
の
交
通
安
全
週
間
期
間
中
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。

町民登壇@今月の声

切
っ
町
内
で
タ
バ
コ
を
買

で
ょ
っ
で
い
た
だ
い
た
お
か

納
札
げ
で
、
五
十
五
年
度
は

引
い
三
一
千
三
百
四
十
一
万
二

副
買
千
七
十
円
の
夕
、
パ
コ
消

バ
伽
将
司
引
J

費
税
が
町
の
台
所

タ
炉
昨
じ
に
入
り
ま
し
た
。

カーブミラー設置希望か所

進
学
は

毎
日
奨
学
生
制
度
で

昭
和
町
年
度
生
募
集
中

毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
自

分
の
力
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学
生
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

適
用
地
区
は
京
阪
神
、
東
京
、
中
京
、

九
州
、
札
幌
と
そ
の
周
辺
で
す
。

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
お

送
り
し
ま
す
の
で
ハ
ガ
キ
で
左
記
事
務

局
ま
で
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
高

校
名
を
書
き
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。一

丁
聞
大
阪
市
北
区
堂
島
一
丁
目
六
番

二
O
号
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
毎
日

育
英
会
事
務
局
広
報
係
電
話

O
六

!

三
四
四
|
一
一
一
一
二

愛
媛
県
警
察
本
部
で
は
、
昭
和
町
年

4
月
に
採
用
す
る
警
察
官
を
次
の
要
領

で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
試
験
に
よ
っ
て
希
望
す

れ
ば
、
警
視
庁
、
神
奈
川
県
、
京
都
府
、

大
阪
府
及
び
兵
庫
県
の
い
ず
れ
か
の
警

察
官
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

(
採
用
予
定
人
員
〕
約
四
十
人

〔
年
齢
〕
昭
和
田
年
4
月
1
日
現
在
で
、

口
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
男
子

(
体
格
〕
身
長
お
む
む
ね
百
六
十
セ
ン

チ

ν以
上
で
健
康
な
も
の

(
受
付
期
間
〕
昭
和
同
年
9
月
口
口

1

昭
和
同
年
目
月
日
日

(
試
験
日
時
〕
昭
和
同
年
目
月
白
日
間

午
前
9
時
か
ら

(
場
所
〕
松
山
東
響
察
署
、
新
居
浜
警

察
署
、
宇
和
島
筈
察
署

く
わ
し
い
こ
と
は
長
浜
警
察
官
派
出

所
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



う鞭おれた
;提携時の期政|

1
4
胃 配一

民生費

888，520千円

(24.3%) 

(100園。%)

農林水産業費

571，485千円

(15.6%) 

公 債 費

財政状況の公表
長浜町の財政事情の作成土よび公表に関する条例

により昭和55年度の財政を公表します。

昭和56年 9月 長浜町長二宮重憲

l轄別 ム一品 計|

水道事業会計

1Z5J'1 H 目!金額(昭
営業収益

収三副唖
益

13.100.000 

18，834，355 

引|ムム734，355

資本的収入額が資本的支出額に不

足する額 5，734，355円は、当年度分
損益勘定留保資金 5，734，355円で補
てんした。

工業用水道会計

区分l科 目 金 額(円)

営 業 収 益 9，501，684 

ヰ又 営業外収益 10，666，560 

主主 百十 20，168，244 

的 l 常 業 費 用 12，769，918 

4又 営業外費用 5，761，021 

支 言十 18，530，939 

純利益 1，637，305 

資 資本的収入 。
本
的 資本的支出 6，391，418 
ヰ又
支 差 ヲl 6，391，418 

資本的収入額が資本的支出額に不

足する額 6，391，418円は、当年度分
損益勘定留保資金 4，351唱 644円及び

減{責積立金 2，039，774円で補てんし
た。

(56.5.31現在)

区 月り 件数 現在額(千円)
1世帯当り 1人当り額
額 (千円) (千円)

トー

自主 ィヱ午コミ 186 2，798，237 720 217 

上水道特別会計 12 97，942 25 7 

簡易水道 ". 20 150，469 39 12 

工業用水道 ". 8 71噌 988 19 6 

住宅新築資金等ク 14 102、701 26 8 

240 829 250 

国民健鹿保険

円

円

円

円

子

千

千

千

ハ

リ

に

ひ

ワ

i

Q

U

つO
Q

d

Q

u

n

v

にひ

A
q

ハ
h
u
o
o

A
ヨ

A
吐

ウ

d

ハ
b

2

2

8

3

 

巧

/

ヴ

/

ハ

hv

算

高

高

出

引

人

出

碕

予

歳

歳

歳

差掛
一国民纏蟻保険菌営診療所

民正事ミヨζ 予 算 32，789千円

百日TT歳 入 高 6，575千円

同|庁~歳出高 30，481千円

"-1-て竺歳入歳出
ーー ム 23，906千円

差引

予 算 14，697千円

歳 入 高 14，653千円

歳 出 高 14，653千円

歳入歳出
差引

0千円

住宅新築資金等貸付

算

高

高

出

引

入

山

崎

予

歳

歳

歳

差盛
42，037千円

42，040千円

42，035千円

5千円

簡易水道事業

同
了p 算 69、897T円

歳入高 69可 286T円

歳出高 69町 286千円

歳入歳出
。千円

ヲ名



喝事

も噛7億円は
昭和55年度

宮町
同

586，142千円

(16.0%) 

費

歳出

教

公債費

315，365千円

(8.6%) 
11轟もま歳λfはいう正お金)校事j

総務 費

404，924千円

(11.1%) 

円
)
F
全
別
金

吾川
M
J

安
特
ナ

~
n
n
n仙
」
通
策

f

L

(

交
対
交

円

)

-手
%
J
金

一内，

J

つ
乙
斗
ゴ

FmM肌
」
引
開

3J27，553千円

1布7手円
任堕)

財産収入

円

)

得

金

早
川
団
明
日

2

自
税

円

1
/

(
)
イ
干
則
一
料
料

二

M
F
一
用
数

件ド
-A仏
一
使
手

4
A
F
-
-
L
 

P
D
 

!

円

l
j

ニ
ー
イ
呼
則
一
入

/}一
t
wハロ
υ

一mw
M

ミ

F
F

一
点
ト
一
や

1
1
6
5
(
~

羽

4

・P
D
I
l
i
-
-
、

長ヨ
目

、fJ

同
叩
1
l
/

ご
ィ
、
千

ω
一
長

、

-
-
z
n
u
oノ
一

ィ

J

/
同
一

r

n

U
守

/

一

丸

、

二

E
n
o
-
-
!
J

-

一

ミ

'

ペ

ノ

』

一

ロ

ヰ

揮

戸
、
「
よ
企
「

O
/
L
-
t

盛
め
/
ハ
u

h!
 

円

一ブ司一早川和
J

金
金

ι仰
い
ど
組
問

3
1
R
F
h
 

手コ
48，616千円
也三主)1

地方譲与税

(55.3.31現在)町有財産

ぶ浴私牛命
山林問、482m'

雑種地 4，352m' 

その他 7，350m' 

宅地 201，詔5m'

建物 62，336m' 

公園 2， 209m' 県支出金f貢田T国庫支出金地方交付税
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ゴ
、、

ユ

ニ
テ
ィ
、
つ

く
り
の
推
進
組
織

コミュニティ広場 e 私の赤ちゃん

も
と
も
と
、
人
間
に
は
質
的
に
も
そ

し
て
量
的
に
も
、
ひ
と
り
で
な
し
得
る

こ
と
と
、
と
う
て
い
ひ
と
り
の
力
で
は

不
可
能
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

向
。
目
的
の
人
々
が
、
多
数
の
力
を

結
集
し
て
一
人
ひ
と
り
の
能
力
に
応
じ

て
仕
事
の
分
担
を
し
つ
つ
、
目
標
を
目

指
そ
う
と
し
て
、
そ
こ
に
集
団
が
生
ま

れ
ま
す
。

地
域
に
は
、
特
定
の
目
的
の
も
と
に

活
動
し
て
い
る
多
く
の
住
民
団
体
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
き
ま
し
た

が
、
よ
く
見
ま
す
と
各
団
体
に
は
共
通

し
て
い
る
点
が
目
に
付
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
地
域
に
住
ん
で
い
る
人

々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
集
団
で
あ
る
こ

と
で
す
。

二
つ
め
は
、
婦
人
団
体
と
か
青
年
団

体
、
あ
る
い
は
少
年
団
体
や
老
人
ク
ラ

ブ
等
、
年
齢
構
成
や
生
活
習
慣
に
類
似

点
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

三
つ
め
は
、
活
動
の
内
容
を
点
検
し

ま
す
と
、
活
動
目
標
や
ね
ら
い
に
多
く

の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
住
民
団
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
守
つ
く
り
の
た
め
に
知
恵
を
出
し
あ
い

な
が
ら
共
通
の
目
標
を
め
ざ
せ
ば
、
素

晴
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
実
現
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
す

す
め
る
の
に
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
づ

く
り
を
す
す
め
た
ら
よ
い
の
か
、
ど
ん

な
推
進
組
織
が
よ
い
の
か
を
考
え
て
み

宇
ナ
し
ょ

P
7
。

組
織
+
つ
く
り
に
あ
た
っ
て
の
要
点
は
、

で
き
る
だ
け
活
動
が
し
や
す
く
、
目
的

が
達
成
で
き
る
よ
う
な
組
織
で
あ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

活
動
を
活
発
に
す
す
め
る
た
め
に
、

目
標
が
常
に
全
体
の
共
通
意
識
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
目
標
の
共
通
理
解

は
人
々
の
積
極
的
な
参
加
態
度
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

組
織
へ
の
加
入
に
つ
い
て
も
無
理
の

な
い
よ
う
に
自
然
発
生
的
な
側
面
を
重

視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

自
分
た
ち
の
住
む
生
活
の
場
を
基
礎

に
し
て
、
住
民
相
互
が
、
理
解
し
、
協

力
し
、
手
を
結
び
合
ぃ
、
地
域
社
会
に

お
け
る
住
民
団
体
が
、
積
極
的
に
地
域

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
す
す
ん
で
い
き

ま
す
。コミュエティ

場
動
動
日
1

1
7
h
 

庁

出

鎌

4J)

小
さ
な
親
切
運
動
を

コミュニテイリーダ一

宮本幹之進
長浜 (78歳)

今
日
の
日
本
は
繁
栄
の
時
代
と
な
り
、

物
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反

面
、
人
の
心
は
貧
し
く
な
っ
た
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
人
の
身
に
な
っ
て

も
の
を
考
え
る
心
、
思
い
や
り
の
心
が

欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
思
い
や
り
の

心
を
人
々
の
聞
に
取
り
戻
し
、
相
互
扶

助
の
精
神
を
育
て
る
こ
と
が
現
代
社
会

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
私
は
常
々
考

え
て
い
ま
す
。

私
の
友
人
が
う
か
つ
に
も
小
銭
を
忘

れ
パ
ス
に
乗
っ
て
し
ま
い
困
り
果
て
て

い
た
時
、
一
人
の
ご
婦
人
が
「
お
使
い

く
だ
さ
い
」
と
百
円
硬
貨
を
く
だ
さ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
友
人
は
、

F
重

に
住
所
と
名
前
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
い

い
の
で
す
よ
。
こ
の
次
は
あ
な
た
が
誰

か
を
助
け
て
下
さ
い
ね
」
と
い
わ
れ
た

そ
う
で
、
友
人
は
大
変
感
激
し
て
お
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
親
切
が
「
社
会
慣
行
」

と
な
れ
ば
、
人
聞
社
会
に
と
っ
て
最
も

大
切
な
連
帯
感
は
お
の
ず
か
ら
骸
し
出

さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
茅
誠
司
先
生

が
運
動
を
起
こ
さ
れ
た
「
小
さ
な
親
切

の
会
」
の
一
会
員
と
し
て
、
私
も
加
入

し
て
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
紹

介
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
さ
さ
や
か
な
自
分
の
義
務
を
は
た
す

の
も
小
さ
な
親
切
。

②
ひ
と
の
親
切
を
す
な
お
に
受
け
い
れ

る
の
も
小
さ
な
親
切
。

③
で
き
る
親
切
は
み
ん
な
で
し
ょ
う
。

④
小
さ
な
親
切
が
社
会
の
習
慣
と
な
る

よ
う
に
。

人
を
信
じ
、
人
を
愛
し
、
人
に
つ
く

す
。
人
に
は
小
さ
な
親
切
を
、
物
に
は

小
さ
な
節
約
を
。
以
上
の
こ
と
を
私
の

心
情
と
し
で
寸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

んやち
⑩

赤帥
女
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
時

・3

の
ご
主
人
の
第
一
声
は
:
・
「
よ

か
っ
た
、
よ
か
っ
た
、
ご
苦
労
さ
ん
」

女
名
前
は
ど
の
よ
う
な
い
わ
れ
で
つ

け
ま
し
た
か
・
:
か
わ
い
く
て
呼
び
や

す
い
名
前
と
い
う
こ
と
で
「
麻
衣
」

と
つ
け
ま
し
た
。

女
出
産
の
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
・
:

出
産
予
定
日
が
一
か
月
違
っ
て
い
た

こ
と
で
、
生
ま
れ
る
一
日
前
の
日
に

松
山
へ
い
っ
て
診
て
も
ら
っ
た
ら
、

百
出
一
一
一
一
同
忠
義
母

万いけど一一一一九一日一百五悩晴氏

明
日
に
A

常一一電j
麟
瞬
輔
麓
醗
懸

vyfF~

むf
h

土
主
主
設
な
硲
園
聞
朝
薄

J

一心一三山山一
m

uhr百
JJ九

1¥瞳
Jf一議ふきんよ…

1

j
引
一
線
灘
回
目
点
中
一
土
5
1
5
総仰

と
い
わ
…
忠
義
組
閣
闇
臨

h
一岳一

γ
総

れ
、
ホ
織
機
織
灘
翻
醸
勝
欝
感
灘

y

とし機撃鵜川山一一一一一…十人

て
家
ヘ
織
機
織
錦
織
舗
網
輔
輔
輔
閥
的
♂
一
一
抗
日

U
J

…

総
浦
総
精
総
お
掛
鈴
掛
踊
総
務
総
樹
磁
線
機
錦
織
磁
蝿
甜
輔
趨
醍
醐
附
b

曲

帰
る
と
麟
勝
機
勝
畿
藤
監
臨
鵬
醗
敵
陣

陣
痛
が
鱗
験
線
麟
醐
盟
離
闇
瞳
輔
醐
醐

始
ま
り
、
夜
中
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

貴
い
ま
ど
ん
な
仕
草
を
し
ま
す
か
・
.. 

っ
か
ま
り
だ
ち
し
て
、
階
段
を
あ
が

っ
た
り
し
ま
す
。

女
ほ
ん
と
う
は
男
の
子
が
ほ
し
か
っ

た
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
女
の
子
:
・

主
人
は
女
の
子
が
ほ
し
か
っ
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。

女
ご
主
人
の
子
ぽ
ん
の
う
ぶ
り
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
・
:
勤
め
か
ら
帰
つ

ま女まくつのい醤勝堅盤国椋審議;部審議脅か女とので女る:女ま「いい毎て
f でごす、もで物響撃事総註川五二い議選(饗初:母育人 iあ子健どす起つる日く

マパ以主 0 子連すを襲撃:暴露言自民離れ入手Lて 達 神 な 供 康 ん 0 きてと抱る

片品 別勺襲撃鱗議長持三己主総25長イ:喜重品長53 2長J汁
江江頑パ も行子の 』 マ乳れきをにのでき供 」のまい子
千行張パ のく供が J由、了fH'::Iヤ京申ん にでとた聞な育よしに とからま供パ唱 λム月明ト~、 Dγfレ秋重りに ばのが好 目 占 ....1"'1... ...-、 d ・.- なすもいいら児うく育 いらなすの

まな かができ (昭和田年 1月9日生まれ) つ。人とてなのと思て つだい。名
(二二すつり楽きで た口思、いし思いたてをなた前
沖十十。た 買してな点変ご生食す い子 iらいい実 授い伸で方いやい 抱いあまを
浦五四 弁 ついかかはわ主ま子。た供初でった感 芋しまび、にまりで いじ l に呼
)歳歳 : てららっ:っ人れ供 時をめす頃のが です伸多っすのす て っ し 寝 ん

今 い し い た 買 た が て が で 抱 で か か は わ す。びくい。あか いてとてで
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ン
ゼ
ン
や
、
石
油
か
ら
合
成
し
た
高
級

ア
ル
コ
ー
ル
を
原
料
と
し
て
、
こ
れ
に

濃
硫
酸
と
苛
性
ソ
ー
ダ
を
加
え
て
つ
く

っ
た

A
B
S
、
L
A
S
な
ど
の
界
面
活

性
剤
に
、
リ
ン
酸
塩
、
ボ
ウ
硝
、
蛍
光

増
白
剤
な
ど
の
助
剤
を
加
え
て
つ
く
り

汚
れ
を
落
と
す
の
は
界
面
活
性
剤
と
ま
す
。
ま
た
、
原
料
は
動
植
物
油
脂
で
、
?
?
ニ
リ
リ
A
|『

い

う

も

の

で

す

。

水

と

な

ど

ま

な

い

油

も

、

濃

硫

酸

と

苛

性

ソ

ー

ダ

を

加

え

る

合

成

洗

剤

の

有

害

性

を
溶
け
合
わ
せ
、
繊
維
に
浸
透
し
、
汚
と
す
べ
て
合
成
界
面
活
性
剤
に
な
っ
て
合
成
洗
剤
は
、
手
荒
れ
な
ど
の
皮
廃

れ
を
引
き
離
し
、
分
散
し
、
乳
化
さ
せ
し
ま
い
ま
す
o
A
B
S
は
い
た
る
所
で
障
害
を
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
体
内
に

る
働
き
を
し
ま
す
。
石
け
ん
も
、
合
成
ア
ワ
公
害
を
お
ご
し
、
や
や
分
解
し
ゃ
吸
収
さ
れ
て
、
様
々
な
内
臓
障
害
の
原

洗
剤
も
、
主
成
分
は
同
じ
界
面
活
性
剤
す
い

L
A
S
に
切
り
か
え
ら
れ
ま
し
た
。
凶
と
な
り
ま
す
。
妊
娠
し
た
マ
ウ
ス
を

で

す

。

け

れ

ど

も

困

っ

た

こ

と

に

、

魚

に

対

す

使

っ

た

実

験

で

は

、

奇

形

の

原

因

と

な

で
も
、
石
け
ん
は
大
昔
か
ら
使
わ
れ
、
る
毒
性
は
二

1
三
倍
も
強
い
の
で
す
。
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
白
洗
浄
カ
を
高
め
る
助
剤
の
リ
ン
酸
塩
恐
ろ
し
い
の
は
手
あ
れ
だ
け
で
な
く
、

然
の
中
で
も
素
早
く
分
解
さ
れ
、
公
害
は
、
海
や
湖
で
赤
潮
の
原
因
と
さ
れ
る
合
成
洗
剤
の
人
体
へ
の
作
用
が
ど
れ
だ

の
も
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
富
栄
養
化
の
問
題
を
お
こ
し
て
い
ま
す
。
け
は
げ
し
い
か
を
は
っ
き
り
教
え
て
く

こ
れ
に
対
し
て
合
成
洗
剤
は
、
石
油
最
近
出
回
っ
て
い
る
無
リ
ン
洗
剤
は
、
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
い
ろ
ん
な
実
験

化
学
工
業
の
「
廃
棄
物
L

ア
ル
キ
ル
ペ
リ
ン
酸
塩
を
含
ま
な
い
だ
け
の
「
無
リ
で
次
々
に
有
害
性
の
デ
l
タ
ー
が
出
て

同

ee--Awee-4:・
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・e・
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4
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e
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e
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e
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;
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e
e
e
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一

十

月

十

日

は

目

の

愛

護

デ

ー

で

す

。

と

し

て

は

、

糖

尿

病

や

高

血

圧

症

に

よ

な

っ

て

下

さ

い

。

一

一
わ
た
し
た
ち
は
、
朝
日
を
さ
ま
し
た
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
糖
尿
病
や
ま
た
、
目
の
調
節
機
能
に
異
常
の
一

一
時
か
ら
夜
眠
る
ま
で
、
毎
日
目
を
使
高
血
圧
症
の
治
療
を
い
い
か
げ
ん
に
行
あ
る
近
視
、
遠
視
の
場
合
に
は
、
た
い
一

…
っ
て
い
ま
す
。
平
常
は
、
い
ま
目
を
な
っ
て
い
る
と
、
日
に
障
害
が
表
わ
れ
て
い
眼
鏡
を
使
用
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
一

一
使
っ
て
物
を
見
て
い
る
な
ど
と
考
え
て
く
る
(
ひ
ど
い
場
合
に
は
失
明
す
る
正
し
く
矯
正
さ
れ
た
眼
鏡
を
用
い
な
一

…
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
と
も
あ
る
)
と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
い
と
眼
精
疲
労
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
一

↑
と
こ
ろ
が
、
何
か
自
の
病
気
に
な
つ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
糖
尿
病
や
高
目
は
心
の
窓
と
一
言
わ
れ
た
り
、
眉
一

白

て

、

目

が

か

す

む

と

か

、

痛

む

、

ぁ

目

秀

麗

、

目

は

口

ほ

ど

に

も

の

一

一
る
い
は
摩
み
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
の
治
療
を
を
言
う
な
ど
、
目
に
関
す
る
こ
河
川
一

…

症

状

、

が

あ

っ

て

一

は

じ

め

て

目

の

存

自

は

心

の

窓

口

と

わ

ざ

も

数

多

く

あ

り

ま

す

。

勝

一

一

在

を

感

じ

ま

す

し

か

し

、

普

段

は

こ

の

小

さ

な

市

一

一
目
の
病
気
に
は
、
外
傷
や
異
物
、
血
圧
症
と
い
う
病
気
が
一
朝
一
夕
で
治
器
官
を
仕
事
や
夜
ふ
か
し
な
ど
い
い
一

一
細
菌
な
ど
が
原
因
で
お
こ
る
外
因
性
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
調
で
酷
使
し
て
い
ま
す
。
読
書
の
利
一

…

の

も

の

と

、

内

科

子

の

良

い

時

に

は

自

覚

症

状

も

あ

ま

り

秋

も

不

適

切

な

照

明

の

も

と

で

灯

一

一

的

な

病

気

な

ど

が

な

い

と

い

う

こ

と

で

、

つ

い

つ

い

油

断

は

目

を

い

た

ず

ら

に

疲

れ

さ

せ

ゆ

一

一

原

閃

で

お

こ

る

内

し

て

し

ま

う

こ

と

が

多

い

の

で

す

。

目

る

だ

け

で

す

。

テ

レ

ビ

の

見

す

川

一

…

因

性

の

も

の

が

あ

が

か

す

む

、

見

え

に

く

く

な

っ

た

な

ど

ぎ

に

も

注

意

し

て

、

目

が

見

え

あ

ん

一

り

ま

す

。

内

菌

性

障

害

が

出

て

か

ら

で

は

遅

い

の

で

す

。

る

あ

り

が

た

さ

に

感

謝

し

た

い

引

一

一

の

代

表

的

な

も

の

現

在

治

療

中

の

人

は

正

し

い

治

療

を

行

も

の

で

す

0

(

保
健
婦
・
原
間
)
へ
喝

1
1
1
1
e
t
p
i
e
l
i
-
-
!
:
!
t
o
t
-
L
 

ン
合
成
洗
剤
L

な
の
で
す
。
洗
た
く
物

の
表
面
を
白
く
染
め
あ
げ
る
蛍
光
増
白

剤
は
、
発
ガ
ン
性
の
疑
い
が
あ
り
、
フ

キ
ン
、
紙
ナ
プ
キ
ン
、
ガ
ー
ゼ
、
包
帯
、

脱
脂
綿
、
食
品
包
装
紙
へ
の
使
用
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。

合
成
洗
剤
の
こ
わ
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い

へるすあい。合成洗剤と健康

周
駅
心問

い
ま
す
。

①
肝
臓
障
害
:
・
た
と
え
ば
、

A
B
S
に

よ
る
肝
臓
障
害
。
肝
臓
の
働
き
が
低
下

し
て
、
顔
色
が
黒
っ
ぽ
く
な
り
肝
斑
と

よ
ば
れ
る
シ
ミ
が
顔
や
目
の
ま
わ
り
に

出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
血
球
を
へ
ら
す
・
:
A
B
S
は
赤
血
球

や
白
血
球
な
ど
血
液
の
成
分
な
ど
を
減

ら
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
酵
素
の
活
動
阻
害
・
・
-
ご
く
微
量
の

A

B
S
で
も
ア
ミ
ラ
l
ゼ
な
ど
の
酵
素
の

は
た
ら
き
を
じ
や
ま
し
ま
す
。
ふ
つ
う

の
薬
剤
よ
り
は
る
か
に
毒
性
が
強
い
こ

と
の
証
明
で
す
。

④
体
質
を
酸
性
に
・
・
・
体
内
の

A
B
S
に

反
比
例
し
て
、
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム

イ
オ
ン
が
低
下
、
体
液
は
酸
性
化
し
、

ア
チ
ド
ー
ジ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
体

液
が
酸
性
に
か
た
む
く
と
、
疲
れ
や
す

く
な
り
、
ガ
ン
な
ど
の
病
気
に
か
か
り

ゃ
す
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

⑤
発
ガ
ン
物
質
の
は
た
ら
き
を
た
す
け

る
・
:
発
ガ
ン
物
質
で
人
工
的
に
胃
ガ
ン

を
生
成
さ
せ
る
実
験
で
、

A
B
S
が
い

っ
し
ょ
だ
と
ガ
ン
が
早
く
悪
性
化
し
、

発
生
す
る
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
で
い
ま

す。⑥
化
学
物
質
の
吸
収
増
進
・
・
・
食
紅
に
λ

B
S
を
添
加
し
た
も
の
を
、
不
ズ
ミ
の
腸

に
入
れ
る
と
吸
収
が
よ
く
な
り
、
他
の

物
質
だ
と
吸
収
し
な
く
な
る
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
染
料
の
吸
収
率

は
五
倍
に
は
ね
あ
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ふ
つ
う
な
ら
、
体
の
外
へ
排
法
し
て
し

ま
う
有
害
物
質
も
A
B
S
の
お
か
げ
で

吸
収
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

⑦
溶
血
性
が
強
い
・
:
赤
血
球
を
水
の
中

に
入
れ
る
と
浸
透
圧
の
差
で
赤
血
球
は

こ
わ
れ
、
水
が
赤
く
染
ま
り
ま
す
。
界

面
活
性
剤
に
は
こ
の
溶
血
作
用
が
あ
り

ま
す
。
と
く
に

A
B
S
の
作
用
は
強
力

で
す
。
そ
の
し
く
み
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
貧
血
の
症
状
が
体
に
あ

ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

⑧
奇
形
児
が
生
ま
れ
る
:
・
ヒ
ト
が
日
ご

ろ
皮
フ
か
ら
吸
収
し
て
い
る

L
A
S
の

量
は
、
行
政
に
よ
れ
ば

0
・
一
四
時
/
勾

と
い
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
マ
ウ
ス
の

実
験
で
は
、

L
A
S
の
0
・
一
時
/
勾

の
経
皮
吸
収
量
で
も
骨
の
奇
形
、
手
足

の
奇
形
が
わ
こ
っ
て
い
ま
す
。

⑨
白
血
病
:
・
一
般
に
売
ら
れ
て
い
る
L

A
S
系
洗
剤
(
マ
マ
レ
モ
ン
な
ど
)
を

妊
娠
し
た
ラ
ッ
ト
に
注
射
す
る
と
、
そ

の
胎
児
の
動
脈
血
か
ら
白
血
病
細
胞
が

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
の
場
合
も

血
液
の
ガ
ン
と
呼
ば
れ
る
白
血
病
が
、

こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

⑩
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
:
・
A
B
S

は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
加

さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※

A
B
S
・
:
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル

ホ
ネ
i
ト
(
汚
れ
を
落
と
す
は
た
ら
き

を
す
る
成
分
)

沖
浦
保
育
所
で
学
習
会

現
在
、
長
浜
町
で
粉
せ
っ
け
ん
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
白
山
圏
、
な
ぎ
き
寮
、
沖
浦
保
育

所
母
の
会
、
長
浜
保
育
所
母
の
会
、
大

和
婦
人
会
、
長
浜
婦
人
会
新
婦
人
の
会

長
浜
支
部
な
ど
で
す
。

沖
浦
保
育
所
母
の
会
で
は
九
月
五
目
、

上
田
富
貴
男
さ
ん
(
下
須
戒
)
を
講
師

に
迎
え
て
、
合
成
洗
剤
の
こ
わ
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
学
習
会
を

開
き
ま
し
た
o

参
加
し
た
わ
母
さ
ん
た

ち
は
、
洗
た
く
な
ど
身
近
な
問
題
の
た

め
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。



8 

五
月
二
十
八
日
に
着

工
し
た
長
浜
小
学
校
の

ブ

l
ル
が
八
月
十
四
日

に
完
成
。
こ
の
プ

ー
ル
は
総
事
業
費

六
千
八
百
万
円
か

け
た
も
の
で
、
規

模
は
、
メ

l
ン
プ

ー
ル
が
-
一
十
五
引

の
七
コ

I
ス
、
サ

ブ
0

ア
ー
ル
は
八
十

四
平
万
灯
。
付
属

施
設
と
し
て
シ
ャ

ワ
ー
室
、
ト
イ
レ
、

更
衣
室
な
ど
が
完

備
さ
れ
て
い
る
。

1口口口口口口口口口口口口口口口

とりをしを
をに街、 3E!!
誓 努 り 今 え
っ力 、後:て
たす問Iの t，，'
。るづ半祭 fこの余干者戦同Jらな十

ごく和りまみ柱有二没の悶わ 凶九
t系れ 慰 JJ
者 Tこ守主
お。 干円

よ長和
そ i兵折金
千田I町長山
人、祭 1中1

が大 が石
参洲 t，;，寺
力H市 ごに
し そお
て八かい

崎 にで

ーはとと

m 市りê+~
ーヵ、行士i

プ
ー
ル
が
完
成

l
長

浜

小

学

校
1

か
に
続
き
ま
す
ぜ
。
私
の
家
で
は
毎
年

正
月
に
:
一
重
ね
の
鏡
餅
を
一
持
っ
て
、
む
山

に
む
訪
り
す
る
行
事
が
、
一
千
二
百
五

十
年
の
長
い
間
続
い
と
り
ま
す
ら
い
」

大
同
一
応
午
(
八

O
六
年
)
に
弘
法
大

師
の
巡
錫
も
あ
り
、
以
米
法
灯
相
伝
え

神
山
と
あ
が
め
、
畳
一
刊
山
と
仰
が
れ
て
来

た
。
ま
た
閉
山
以
来
、
若
者
教
育
の
道

場
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
の
初
め

か
ら
中
期
に
↓
全
る
問
、
地
方
篤
学
の
子

弟
教
育
機
関
と
し
て
「
中
学
林
」
が
特

設
せ
ら
れ
、
幾
多
の
英
才
を
輩
出
し
て

い
る
。長

浜
中
学
校
校
庭
に
IM
つ
校
訓
碑
(
英

知
・
根
性
・
大
和
)
に
見
る
よ
う
に
、

長
浜
町
で
は
、
出
石
山
に
英
知
を
求
め

て
、
長
浜
教
育
の
知
育
の
理
念
と
し
て

い
る
。我

々
長
浜
町
民
は
、
今
後
も
出
石
山
、

出
石
寺
を
心
の
支
え
と
し
て
、
真
理
を

求
め
て
行
く
だ
ろ
う
。
(
長
浜
町
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
・
久
保
七
郎
)

今後の平和を祈って

~患霊平和祈願祭~

w
h

ね
い
ず
し
さ
ん
υ

長
浜
の
だ
れ

も
が
呼
ん
で
い
る
出
石
山
、
そ
こ
に

一
あ
る
山
山
石
寺
が
創
立
さ
れ
た
の
が
、

A
f
か
ら
一
千
-
一
百
六
十
三
年
前
の
、

一
養
老
二
年
(
七
一
八
年
)
六
月
卜
七

H
で
あ
る
。

出
海
に
隣
り
合
わ
せ
る
磯
津
の
、

八
軒
尽
の
猟
師
作
お
衛
門
が
鹿
を
追

一
っ
て
出
石
山
に
登
り
、
日
が
暮
れ
て

こ
こ
に
宿
っ
た
。
夜
半
の
頃
、
地
裂

け
、
巌
開
い
て
、
千
子
観
よ
H

と
地
蔵

菩
薩
の
二
尊
像
が
わ
き
出
し
た
。
生

一
え
ぬ
け
観
音
で
あ
る
。
驚
い
た
作
右

衛
門
は
弓
矢
を
捨
て
、
そ
の
う
え
妻

一
や
子
供
に
こ
の
世
で
は
最
後
の
別
れ

一
を
惜
し
み
二
人
で
再
び
山
に
登
り
、

が

3

ん

一
道
教
と
称
し
て
伽
藍
を
建
て
、
一
生

一
観
音
様
に
お
仕
え
し
た
と
い
う
。

昭
和
四
十
一
二
年
一
月
、
六
十
九
代

日
の
作
右
衛
門
さ

ん
(
当
時
七
卜
五

一
歳
)
に
話
を
う
か

が
っ
た
o

「
私
ら

は
A
7
の
所
へ
四
卜

年
前
に
移
っ
て
来

一
た
ん
ど
や
が
、
先

U

視
は
一
千
年
に
も

…
余
っ
て
八
軒
屋
に

一
住
ん
ど
り
ま
し
た

ぃ
。
観
音
様
の
お

一
蔭
で
、
一
代
も
欠
け

一
る
こ
と
な
し
に
男

一
の
子
が
続
い
と
り

一
ま
す
ら
い
。
家
に

は
男
の
r
丁
も
あ
り

孫
も
あ
る
け
ん
、
七

一
十

A

代
ま
で
は
確

ルポ@町の歴史

Jおぞ6
口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

栓
A

」

、

九

月

五

日

、

み

か

ん

産

口一
a

〕
業
の
危
機
を
打
破
し
て
、

一日出

F

明
日
の
近
代
的
な
農
業
を

士
廿

ι

~

，

f
戸
確
立
し
よ
う
と
い
う
?
と
で
、
青
室
長
で
果
樹

日
ド
ム
玄

日
オ
ご
生
産
者
大
会
が
開
か
れ
た
。
お
よ
そ
百
八
卜
人

λ
ヴ
」
リ
げ
の
生

す
日
産
者

抗
日
立
川
司
、

ム
メ
樹

i
l

ー
=
県
芦
月

代
J
，

E

土

寸

カ

ら

沼
H

招
い

立

本

た

高

門
嘉
夫
留
会
長
の

「
新
時
代
に
対
応

す
る
果
樹
産
業
」

と
い
う
講
演
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

三
十
五
ッ
子
の
ユ
リ

ー
豊
茂
の
菊
地
さ
ん

l

口口口口口口口口口口口口口口口[

曲
一
旦
茂
の
菊
地
別
さ
ん
方
の
庭
先
で
栽
倍
し
て
い
た
ユ
リ
の

中
に
、
三
十
瓦
個
の
花
弁
を
つ
け
た
も
の
が
で
き
て
近
所
の

評
判
に
な
っ
で
い
る
。
こ
れ
は
タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
普
通
は
十
四

1
五
個
つ
け
て
い
る
が
、
突
然
変
異

に
よ
る
も
の
で
、

X
H
K
六
四

O
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
映
さ

ーた。
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保
険
料
は
忘
れ
、
ず
に

国

毘

年

金

A
さ
ん
は
、
あ
る
臼
の
深
夜
、
国
道

で
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
、
片
足
を
失

い
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
国
民
年
金
の

障
害
年
金
を
請
求
し
ま
し
た
が
、
却
下

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

A
さ
ん
が
一

年
前
に
加
入
し
た
国
民
年
金
の
保
険
料

を
二
か
月
滞
納
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

十
月
は
、
国
民
年
余
の
保
険
料
を
納

め
て
い
た
か
ど
う
か
の
区
切
り
三
月
、

同
月
、
七
月
、
十
月
)
を
つ
け
る
納
期

の
月
で
す
。

突
然
の
不
慮
の
事
故
に
対
し
て
、
こ

の
よ
う
な
こ
止
が
な
い
た
め
仁
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
今
一
度
砕

か
め
ま
し
ょ
う
。

盟盟国お知らせ・表彰

⑨
小
川
士
乗
用
自
動
車
・
:
:
一
七
・
五
%

⑧
普
通
乗
用
自
動
車
:
:
:
-
二
了

i
u
m

v
自
動
車
重
量
税

白
動
車
の
車
検
を
受
け
る
と
き
や
、

軽
自
動
車
の
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け

る
と
き
に
、
自
動
車
重
量
税
が
か
か
り

ま
す
c

こ
の
税
金
は
、
税
額
に
相
当
す

る
自
動
車
重
量
税
却
紙
を
納
付
書
に
改

っ
て
、
陸
連
事
務
所
な
ど
の
窓
口
で
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

税
率
は
、
自
動
車
の
重
長
、
車
種
、

車
検
の
有
効
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

っ
て
げ
き
す
。

V
揮
発
油
税
・
地
方
道
路
税

自
動
車
用
の
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
の
中

に
は
、
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、
揮
発
油
税

が
四
十
五
円
六
十
銭
、
地
方
道
路
税
が

八
円
二
十
議
、
合
計
五
十
一
一
円
八
十
銭

の
税
金
が
含
ま
れ
で
い
ま
す
。

揮
楚
泊
税
は
国
の
道
路
整
備
の
た
め

に
、
地
十
刀
道
路
税
は
地
方
の
道
路
整
備

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

V
石
油
ガ
ス
税

自
動
車
の
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
L
P
ガ
ス
に
は
、
石
油
ガ
ス
税
が
か

か
り
ま
す
。

税
率
は
、
一
キ
ロ
汀
一
づ
当
た
り
十
七
円

五
十
銭
で
す
。

こ
の
税
金
は
、
国
や
地
方
の
道
路
整

繍
の
た
め
に
伎
わ
れ
ま
す
。

軍
マ
イ
カ
ー
一
台
当
た
り
の
税
負
担
額

ご
れ
ま
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
マ
イ

カ
ー
に
問
す
る
税
金
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
「
が
、
一
年
間
に
ど
の
く
ら
い
の
脱

負
肌
に
な
る
か
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

小
売
価
給
一
け
瓦
十
万
円
の
二
千
C
C

ク
ラ
ス
の
自
家
用
乗
用
事
を
刈
に
と
っ

ご
み
ま
す
と
、
一
年
間
の
利
負
担
額
は

約
十
五
万
一
千
円
と
な
り
ま
す
。

表
彰

卒

中

争

中

中

第

η
田
町
民
体
育
祭

ヅ
フ
ー
小

μ
u
一手

。
ハ
レ
明
白
む
が
優
勝

一
部
陸
宝
肯
ル

婦
人
バ
レ
ー
は
長
浜
チ
l
ム

残
暑
き
び
し
い
八
月
一
一
十
二
日
、
第

十
七
回
一
町
民
体
育
祭
が
、
長
浜
小
学
校
、

長
浜
中
学
校
、
長
浜
高
校
の
一
一
一
会
場
に

わ
か
れ
て
、
各
地
区
か
ら
台
よ
そ
六
百

人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
っ

町
内
各
地
区
で
練
習
を
積
み
主
ね
て

き
た
各
チ
l
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
、
ぽ
た

結
果
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
一
都
で
は
出
海
、

二
部
は
白
滝
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
部
は

豊
茂
、
二
部
は
櫛
生
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
は
長
浜
チ
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
「

[
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〕
一
事

1
①
出

海
②
櫛
生
③
A
7
坊
、
長
浜
A

マ
二
部
H

①
白
滝
ご
長
一
次
A
③
沖
浦
門
口
、
大
和

(
男
子
八
レ

l
ポ
I
ル
〕
一
部

1
①
笠

茂
②
船
生
③
黒
旧
、
大
和
マ
二
部

1
①

怖
生
②
豊
茂
③
白
滝
、
今
坊

〔
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕
①
長
浜
②
沖

治
③
出
海

。
第
沼
田
夏
季
囲
碁
将
棋
大
会

囲
碁

A
級
の
部
で

金
平
憲
さ
ん
優
勝

旧
制
の
夏
季
罰
碁
将
棋
大
会
が
八
月

十
六
日
、
体
育
館
に
わ
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ふ
だ
ん
鍛
え
た
腕
を
た
め
そ

う
と
集
ま
っ
た
お
よ
そ
四
十
人
が
、
A

級
(
二
段
以
上
)
、

B
級
(
初
段
以
ド
)

に
分
か
れ
て
静
か
な
熱
戦
が
く
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

〔
函
碁

A
級
〕
①
金
平
憲
一
長
浜
)
②

浜
村
市
太
郎
(
長
一
次
)
③
堀
江
幸
雄
(
大

川
市
)

〔
囲
碁

B
級
〕
の
武
地
政
官
回
(
白
滝
)

②
松
本
正
士
心
(
仁
久
)
③
清
ぶ
喜
久
次

(
柴
)

「
将
棋

A
級
)
①
谷
本
議
春
(
大
洲
市
)

必
一
船
越
重
五
郎
(
大
洲
市
)
恥
一
巾
野
正

一
(
大
洲
市
)

(
将
棋

B
級
)
①
坂
本
理
戸
長
浜
)
②

池
浦
繁
利
(
長
浜
)
⑦
石
田
熊
八
(
畏

浜
)第

初
回
県
青
年
大
会

最
優
秀
に
白
滝
青
年
団

熱戦がくり広げられたソフト
ボールの試合

愛
媛
の
勤
労
青
年
の
祭
典
「
第
一
-
一
十

回
県
青
年
大
会
」
が
八
月
二
十
二
日
、

松
山
市
民
会
館
で
問
か
れ
、
文
化
活
動

の
部
?
出
演
し
た
白
滝
青
年
回
の
演
劇

「
技
が
青
春
の
翼
」
が
最
優
秀
に
選
ば

れ
、
全
国
大
会
い
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

練習に励む白滝青年団

県
民
体
育
祭
第
口
回
郡
大
会

、
の
け
長
浜
A
t

ォ

J

:
け
ぺ
い
す
愛
隣

卓

球

長

、

L
B
;
{
!

九
月
六
日
、
内

f
運
動
公
閣
で
県
民

体
育
祭
出
十
二
回
喜
多
郡
大
合
が
陀
か

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
十
一
ム
チ

i
ム、

お
よ
そ
百
六
十
人
が
参
加
し
て
熱
戦
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
結
果
、
次
の
通
り

の
成
績
と
な
り
ま
?
)
た
o

h

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
一
①
-h
十
時
B
②
内

子
A
③
長
浜
A
、
ド
京
佐
B

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
男
子
一
①
長
一
山
A

②
五
十
崎

一
/
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
一
部
〕
①
内

子
A
②
長
浜
B
⑦
長
浜
A
、
五
十
崎

〔
卓
球
・
男
子
)
①
長
浜
R
一
必
内
子
A

⑤
長
浜
A
、
内
子
一
H
U

〔
卓
球
・
女
子
]
①
内
子
②
長
浜
⑧
五

十
崎(

庭
球
)
①
内
子
A
②
市
川

F
B③
五
十

崎
A
、
長
浜
A

〔
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
男
子
〕
①
五
十
崎

A
②
内
子
B
ふ
)
肱
川
、
長
浜

や
さ
し

五喧さ
ij誌を
FE隣
出入

始ま iこ
ま運
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農
学
校
ら
し
く
豚
追
い
、
芋
拾
い
な

ど
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、

小
川
一
了
校
で
広
く
運
動
会
が
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

U
清
戦
争
の

こ
ろ
か
ら
だ
と
い
わ
れ
ま
す
り

と
こ
ろ
で
、
小
・
中
学
校
の
淫
動

会
の
人
気
種
目
と
い
え
ぽ
、
か
つ
て

は
勇
壮
な
騎
馬
戦
や
捧
倒
し
で
し
た
。

そ
れ
が
、
戦
伐
の
一
時
期
、
こ
う
し

た
戦
闘
的
な
競
技
は
中
止
と
な
り
、

そ
の
後
復
活
し
た
も
の
の
、
け
が
去

し
で
は
と
尻
ご
み
す
る
風
潮
が
強
く
、

い
わ
ゆ
る
教
宵
マ
マ
た
ち
の
評
判
も

恐
い
の
で
、
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
み
か

け
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
は
、
徒
競
走
は
相
変

わ
6
ず
の
人
気
。
こ
れ
ば
か
り
は
偏

差
値
な
ん
か
に
関
係
な
い
勝
負
で
、

日
ヂ
一
ろ
の
優
等
生
が
落
ち
こ
ぼ
れ
た

り
す
る
一
面
も
見
ら
れ
ま
I
J
。

と
こ
ろ
で
、
運
動
会
で
の
お
弁
叶

の
一
番
人
気
は
、
や
は
り
お
む
す
び
c

や
っ
ぱ
り
日
本
人
は
、
底
力
を
出
す

に
は
米
飯
が
向

ιり
の
よ
う
で
す
。

台
を
沖
浦
保
育
所
へ
。

。
櫛
生
保
育
所
昭
和
尺
十
六
年
度
本
国

児
父
日
~
同
:
・
シ
ャ
ー
プ
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
-
台
を
櫛
生
保
育
所
ヘ
。

一γ 山臼臼長白長

) ~-!~滝 t兵 j竜浜

三木演 lHi:* 
立f ド出決1) 同

秀ノ ア
隆治プキイ
子郎 ι 半コ

(
七
二

へ五
C
)

¥
七
八
)

(
七
七
)

(七一一一)

運動会

編

集

後

記

側岸本印刷

歳時記

一
夫
り
の
秋
を
四
一
え
ま
し
た
。
ナ
シ
、

ク
リ
、
ヵ
キ
、
ミ
カ
ン
:
:
:
秋
は
果
物

の
季
節
、
お
い
し
い
果
物
会
食
べ
て
一
史

の
疲
れ
を
と
り
、
読
書
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
ハ

y
ス
ル
し
た
い
も
の
で
す
。

さ
で
、
国
に
お
い
て
は
行
政
改
革
が

さ
げ
ば
れ
て
い
ま

1
0
無
駄
を
省
い
て

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
こ
の
ご
と
は
一
つ
の
家
庭
、

一
つ
の
会
社
に
お
い
て
も
実
践
し
て
ほ

し
い
ご
と
だ
と
思
い
ま
す
。

と
ご
ろ
で
、
秋
は
結
婚
シ
ー
ズ
ン
。

一
人
の
男
性
と
一
人
の
女
性
が
め
ぐ
り

あ
っ
て
一
つ
の
家
庭
を
築
い
て
い
く
・
:

人
生
の
中
で
最
高
に
感
激
す
る
時
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
山
山
へ
は
い
を
大
切
に
し

て
素
晴
し
い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
げ
も

の
で
す
。

誕
生
お
め
で
と
う
グ

8
R届
出
分
一
一
政
件
付
略
)
一

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

浦

神

貯

佼

草

長

女

奈

津

子

川

宇

都

宮

辰

生

長

交

来

米

茂

石

河

常

夫

二

女

牧

f

浜

松

岡

昭

夫

二

男

優

生

清

水

敏

一

三

女

み

よ

訪

平

岡

山

宗

雄

二

女

竜

子

生

山

本

暦

明

長

女

沙

織

生

菊

地

秀

明

長

女

さ

や

か

説

亀

岡

昭

一

長

女

真

耶

運
動
会
と
い
う
と
だ
れ
で
も
忠
い
出

す
の
が
、
子
供
の
ご
ろ
、
秋
の
陽
を
い
っ

ぱ
い
に
浴
び
て
力
一
杯
走
っ
た
風
景
。

春
の
遠
足
と
と
も
に
秋
の
運
動
会
は
、

小
・
中
学
校
時
代
わ
楽
し
い
思
い
出
で
す

ν

|
!
と
こ
ろ
が
、
も
の
の
本
を
調
べ

た
ら
、
意
外
な
こ
と
に
運
動
会
の
起
こ

り
は
、
大
学
や
干
の
学
校
。
十
九
世
紀

の
中
ご
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
の
陸
軍
上
古
学
校

で
行
な
わ
れ
た
の
が
、
運
動
会
の
そ
も

そ
も
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
日
本
で
は
、
明
治
七
年
に
東
京
築

地
の
海
軍
兵
学
寮
で
行
な
わ
れ
た
「
競

関
遊
戯
会
」
が
始
ま
り
と
け
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
明
治
十
一
年
に
は
、
一
少
年
よ
大

士
山
を
抱
け
L

の
ケ
一
7
1
ク
博
士
で
有
名

な
、
札
幌
農
学
校
で
遊
戯
会
が
開
か
れ
、

一
一
人
三
脚
、
綱
引
き
な
ど
の
ほ
か
に
、

突'直品却下fτ\;~4 E@需言語

ザ雪量 ローナ4 逗報電話局で、は今年が「国際~-~'Jf -(í~ {f-Jにあたる

鍾畿 ことから、公衆活話(タイヤル式)に盲人用ダイヤル盤をと

りつけるごとにそり、 8 月に役場玄関の黄色の卓土]r~公衆這話及び沖

浦公民館前のボックス形公衆電話に取りイJけました c この盲人Hlダ

4 イヤル盤は円形金属擦で、ダイヤル数の 3、6、9の部分にガイドラ

インが突起しており、ほの不白山な人がダイヤルする場合にガイドラ

インを指でさわることにより番号を判断して I卜昨に夕、イヤルを凶す

ことができますc 伊予w兵電報電話局 ft21)000番

印刷

長櫛櫛今櫛長豊 11父沖住

盲人用ダイヤル盤が登場
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9月 1日現在 !日月との比車交

12，897 A 7人減
人 U (男 6.1似) 円人語)

女 6，758人 1人
ト

IU帯数 3，887世帯 4世jff子;威

昭和56年10月号

人口世帯数

楽しく f主みよい岡l、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文イtの田Iをつくり、人口をふやしましょう

寄

付

炊
飯
器
一
ム
口
を
沖
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保
育
所
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広 報ながはま

東洋の島国日本列島に春夏秋

冬という四季のある喜びをしみ

じみと肌ひ感じるのは軟であろ

う。夜f年;ι すだぐ'I¥グヲ声を聞き

ながら、夏の日に焼けた手足を

なでている時、網戸から入る涼

!瓜は、平火カず夜、)ÆIこJl~言るスキンシッ

プだろ 7かA 清少納三cI;J:{尤草紙

で、的土曙、夏は夜、秋:土夕ぐれ

と書いている。 i登/tだ物寂しい

十火の気配は日本人の心に合っで

いるのだろう A しかし、 :iHEJ生

産に生きる農民にとってはまさ

に実りの秋、収漫の秋なのであ

る。豊かに徳をたれた黄金の波、

ハウスに色づく早出し蜜州あり、

余る時代とはいえ豊作は心を豆

かにする。山村地域に鳴る祭り

太鼓しょ県作を喜ぶ農民の心の響

きでもあろう車問jに合併しと26

年の春伏を経た今日、楽しく住

みよい、豊かで{動きがし斗のある

去しい人情と文化の町づくりは、

それぞれの地区を正常どしで堅

実に築かれ J コつあることを信じ

たいA 月末は読書週間である。

灯火親しむの秋、いかにフt:は人

J監の目、千代とはいえ、良ヨ蓄をi芸人

で言先般し、心の糧にしたいもの

である AH乍今ひんぴんとして報

じられる通り院事件は、いきな

り普氏を殺傷する。しかも、高・

中・小と fr:_歯告が低下しており、

安心して道路も歩けない不安時

代の到米である。人失投傷する

ことの罪深さを臼1':i臼泊する人

に育ソて0.1:L ¥ 、。

幡?


